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第四章 女性の活躍推進への意識について 

１．女性の活躍推進への考え方【問２】 

全体では、女性の活躍を推進することについて『必要』（「必要」「どちらかといえば必要」の合計）が

88.1％と高くなっており、『不要』（「不要」「どちらかといえば不要」の合計）は 11.0％となっている。 

従業員規模別でみると、いずれの従業員数も『必要』の割合が高く、300人以上の企業では 100％となっ

ている。 

女性従業員【問２】の回答と比較すると、企業の回答は女性従業員の回答と比べて余り大きな差はみら

れず、ともに「必要」の割合が最も高くなっている。 

前回の調査と比較すると、今回の調査は前回の調査と比べて大きな変化はみられず、ともに「必要」の

割合が最も高くなっている。 

 

［図表 4-1-1］女性の活躍推進への考え方（全体・従業員規模別）≪ＳＡ≫ 

 

 

［図表 4-1-2］女性の活躍推進への考え方（女性従業員【問２】の回答比較）≪ＳＡ≫ 

 

 

［図表 4-1-3］女性の活躍推進への考え方（前回調査との比較）≪ＳＡ≫ 

  

 必要  どちらかといえば必要  どちらかといえば不要  不要  無回答
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全体 （n=765）

従業員数

50人未満 （n=551）

50～99人 （n=93）

100～299人 （n=76）

300人以上 （n=26）

 必要  どちらかといえば必要  どちらかといえば不要  不要  無回答
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女性従業員の回答（n=768）

 必要  どちらかといえば必要  どちらかといえば不要  不要  無回答
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令和元年度 （n=667）

平成27年度 （n=665）
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２．女性の活躍の取組状況【問３】 

全体では、「取り組んでいる」が 45.8％と最も高く、次いで「取り組む予定はない」が 27.8％、「今後取

り組む予定がある」が 25.2％の順になっている。 

従業員規模別でみると、従業員数が多くなるにつれて「取り組んでいる」の割合が高くなり、300 人以

上が 88.5％と最も高く、最も低い 50人未満に比べて 48.6ポイント高くなっている。 

前回の調査と比較すると、今回の調査は前回の調査と比べて大きな変化はみられず、ともに「取り組ん

でいる」の割合が最も高くなっている。 

 

［図表 4-2-1］女性の活躍の取組状況（全体・従業員規模別）≪ＳＡ≫ 

 

 

 

［図表 4-2-2］女性の活躍の取組状況（前回調査との比較）≪ＳＡ≫ 

 

 取り組んでいる  今後取り組む予定がある  取り組む予定はない  無回答

45.8 

39.9 

57.0 
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88.5 
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27.0 
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100～299人 （n=76）

300人以上 （n=26）

 取り組んでいる  今後取り組む予定がある  取り組む予定はない  無回答
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 ３．取り組む理由【問３－１】 

全体では、「優秀な人材の確保・定着」が 67.4％と最も高く、次いで「職場の活性化による従業員の労

働意欲の向上」が 50.3％、「女性の視点での職場環境改善を期待」が 40.5％の順となっている。 

従業員規模別でみると、従業員数 50人未満、50～99人、100～299人では「優秀な人材の確保・定着」

が最も高く、300人以上では「職場の活性化による従業員の労働意欲の向上」が 61.5％と最も高くなって

いる。50人未満では「女性の視点での職場環境改善を期待」が 43.4％と他の従業員数に比べて高くなって

いる。 

 

［図表 4-3-1］取り組む理由（全体・従業員規模別）≪ＭＡ≫ 

 

※回答者母数＝問３で「１ 取り組んでいる」「２ 今後取り組む予定がある」とお答えの方。  

 全体 （n=543）  従業員数　 50人未満 （n=369）  50～99人（n=71）

 100～299人 （n=66）  300人以上 （n=26）

67.4 

50.3 

40.5 

32.4 

19.5 

12.3 

11.4 

6.4 

5.5 

3.5 

0.4 

68.0 

49.9 

43.4 

31.2 

18.4 

12.5 

7.6 

6.8 

5.7 

2.2 

0.5 

62.0 

50.7 

38.0 

39.4 

19.7 

5.6 

12.7 

5.6 

5.6 

7.0 

0.0 

71.2 

50.0 

37.9 

30.3 

22.7 

15.2 

21.2 

9.1 

3.0 

6.1 

0.0 

53.8 

61.5 

23.1 

30.8 

26.9 

15.4 

42.3 

0.0 

7.7 

7.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

優秀な人材の確保・定着

職場の活性化による従業員の労働意欲の向上

女性の視点での職場環境改善を期待

従業員の能力が発揮されることによる

生産性の向上及び企業業績の向上

働き方の見直しによる業務の効率化

企業のイメージアップ

政府の方針・社会的要請への対応

新商品・サービスの開発に多様な視点が必要

フレックスタイムやテレワーク等の

多様で柔軟な働き方の促進

その他

無回答
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前回の調査と比較すると、今回の調査は前回の調査より「政府の方針・社会的要請への対応」の割合が

5.6ポイント増加、「優秀な人材の確保・定着」の割合が 5.6ポイント減少している。 

 

［図表 4-3-2］取り組む理由（前回調査との比較）≪ＭＡ≫ 

 

※回答者母数＝問３で「１ 取り組んでいる」「２ 今後取り組む予定がある」とお答えの方。  

 令和３年度 （n=543）  令和元年度 （n=482）

67.4 

50.3 

40.5 

32.4 

19.5 

12.3 

11.4 

6.4 

5.5 

3.5 

0.4 

73.0 

48.3 

44.6 

31.7 

20.7 

12.0 

5.8 

4.8 

-

3.5 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

優秀な人材の確保・定着

職場の活性化による従業員の労働意欲の向上

女性の視点での職場環境改善を期待

従業員の能力が発揮されることによる

生産性の向上及び企業業績の向上

働き方の見直しによる業務の効率化

企業のイメージアップ

政府の方針・社会的要請への対応

新商品・サービスの開発に多様な視点が必要

フレックスタイムやテレワーク等の

多様で柔軟な働き方の促進

その他

無回答
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４．取り組んでいない理由【問３－２】 

全体では、「女性が少数である」が 41.3％と最も高く、次いで「既に女性は十分に活躍しており、現状

で問題ない」が 37.6％、「女性に管理職や高度な業務を求めていない」が 12.7％の順となっている。 

従業員規模別でみると、従業員数 50 人未満では「女性が少数である」の割合が 43.8％と最も高く、50

～99人では「既に女性は十分に活躍しており、現状で問題ない」の割合が 36.8％と最も高くなっている。 

 

［図表 4-4-1①］取り組んでいない理由（全体・従業員規模別）≪ＭＡ≫ 

 

※回答者母数＝問３で「３ 取り組む予定はない」とお答えの方。 

 

  

 全体 （n=213）  従業員数　 50人未満 （n=178）  50～99人（n=19）

 100～299人 （n=10）  300人以上 （n=0）

41.3 

37.6 

12.7 

12.2 

8.5 

7.5 

7.5 

43.8 

37.1 

12.4 

11.2 

7.9 

5.1 

7.9 

26.3 

36.8 

21.1 

21.1 

10.5 

21.1 

0.0 

40.0 

40.0 

10.0 

10.0 

20.0 

20.0 

10.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

女性が少数である

既に女性は十分に活躍しており、

現状で問題ない

女性に管理職や高度な業務を求めていない

女性の意識と意欲が伴わない

経営層の意識が伴わない

女性の人材育成ができていない

前例がなく、進め方が分からない
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［図表 4-4-1②］取り組んでいない理由（全体・従業員規模別）≪ＭＡ≫ 

 

※回答者母数＝問３で「３ 取り組む予定はない」とお答えの方。 

 

 

  

 全体 （n=213）  従業員数　 50人未満 （n=178）  50～99人（n=19）

 100～299人 （n=10）  300人以上 （n=0）

4.7 

3.3 

2.3 

17.4 

2.8 

2.8 

5.6 

2.8 

2.2 

18.0 

3.4 

2.2 

0.0 

5.3 

0.0 

15.8 

0.0 

5.3 

0.0 

10.0 

10.0 

20.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

コストや労力がかかる

人事管理が複雑になる

男性からの理解が得られない

その他

特にない

無回答
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 前回の調査と比較すると、今回の調査は前回の調査より「女性に管理職や高度な業務を求めていない」

の割合が 9.8ポイント、「女性の意識と意欲が伴わない」の割合が 5.8ポイント減少している。 

 

［図表 4-4-2］取り組んでいない理由（前回調査との比較）≪ＭＡ≫ 

 
※回答者母数＝問３で「３ 取り組む予定はない」とお答えの方。

 

 

 令和３年度 （n=213）  令和元年度 （n=178）

41.3 

37.6 

12.7 

12.2 

8.5 

7.5 

7.5 

4.7 

3.3 

2.3 

17.4 

2.8 

2.8 

46.1 

37.1 

22.5 

18.0 

7.9 

12.9 

6.7 

0.6 

2.8 

3.9 

14.6 

6.2 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

女性が少数である

既に女性は十分に活躍しており、

現状で問題ない

女性に管理職や高度な業務を求めていない

女性の意識と意欲が伴わない

経営層の意識が伴わない

女性の人材育成ができていない

前例がなく、進め方が分からない

コストや労力がかかる

人事管理が複雑になる

男性からの理解が得られない

その他

特にない

無回答


